


 

政
府
は
9
日
、
熟
練
し
た
技
能
を
有
す
る
外
国
人
労
働
者
が
取
得
で
き
る
在
留
資
格
「特

定
技
能
2
考
」を
現
在
の
2
分
野
か
ら
11
分
野
へ
拡
大
す
る
案
を
閣
議
決
定
し
た
。
2
号
を

取
得
す
れ
ば
無
期
限
就
労
が
可
能
に
な
る
上
、
家
族
の
帯
同
も
認
め
ら
れ
る
。
日
本
が
人
口

減
少
社
会
に
突
入
す
る
中
、
外
国
人
労
働
者
の
永
住
に
道
を
開
く
大
き
な
転
換
点
と
な
る
。 

特
定
技
能
は
人
手
不
足
が
深
刻
な
特
定
産
業
分
野
で
外
国
人
甘
受
け
入
れ
る
た
め
、
20
19

年
4
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。 

在
留
期
間
が
通
算
5
年
の
「
1
号
」と
、
在
留
期
間
の
更
新
回
数
に
上
限
が
な
い
「
2
号
」が
あ

る
。
1
号
は
相
当
程
度
の
知
識
・経
験
、
2
号
は
よ
り
熟
練
し
た
技
能
が
求
め
ら
れ
る
。
い
ず

れ
も
同
じ
分
野
内
で
あ
れ
ば
職
場
を
自
由
に
選
べ
る
「転
籍
」が
で
き
る
。 

 

1
号
は
全
12
分
野
あ
り
、
家
族
の
帯
同
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
一
方
、
2
号
は
家
族
の
帯

同
が
可
能
だ
が
、
こ
れ
ま
で
は
「建
設
」 

「造
船
」の
2
分
野
し
か
認
め
て
い
な
が
っ
た
。 

 

今
回
、
2
号
の
追
加
が
決
ま
っ
た
の
は
、
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
▽
製
造
業
▽
自
動
車
整
備
▽

航
空
▽
宿
泊
▽
農
業
▽
漁
業
▽
飲
食
料
品
製
造
業
▽
外
食
業
－
の
9
分
野
。
12
分
野
の
う

ち
「介
護
」は
別
制
度
で
2
号
と
同
様
の
待
遇
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
1
号
の
全
分
野
で
無
期

限
就
労
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。 

 

た
だ
し
、
2
号
は
現
場
監
督
者
と
し
て
業
務
を
統
括
で
き
る
程
度
の
技
能
が
求
め
ら
れ
、
取

得
の
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
。
出
入
国
在
留
管
理
庁
に
よ
る
と
、
3
月
末
現
在
の
1
号
の
在
留
者
数

は
15
万
48
64
人
、
2
号
は
11
人
。 

 

閣
議
に
先
だ
っ
て
関
係
閣
僚
会
議
も
聞
か
れ
、
国
際
貢
献
を
目
的
に
外
国
人
の
技
能
を
育

成
す
る
「技
能
実
習
」を
発
展
的
に
解
消
し
、
特
定
技
能
に
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
し
て
も
ら
う
た
め

の
新
制
度
を
設
立
す
る
政
府
方
針
も
確
認
し
た
。 

【飯
田
憲
、
奥
山
は
る
な
】 

 LGBTQなど性的少数者への理解
増進を目的とする議員立法「LGBT理
解増進法案」が9日、衆院内闇委員

会で審議入りし、与党が提案してい
た条文案に日本維新の会、国民民
主両党の主張を取り入れた修正案
が自民、公明ヽ維新、国民民主の4

党などの賛成多数で即日可決され
た。13日の衆院本会議で可決、参院
に送付される見通しで、21日の今国

会会期末までに成立する公算が大
きくなった。 
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